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市
議
選
過
去
最
低
の
投
票
率

令 和 5 年令 和 5 年
統一地方選統一地方選

有
権
者
の
半
数
超  

投
票
放
棄市

議
選 

過
去
最
高 

22・0
％

区
議
選 

女
性
躍
進 

36
・
8
％

統一選の当選者に占める女性議員の割合の推移

統一地方選挙の投票率の推移
総
務
省
は
こ
の
ほ
ど
、
4

月
9
日
、
23
日
に
執
行
さ
れ

た
令
和
5
年
統
一
地
方
選
挙

の
結
果（
速
報
）を
ま
と
め
た
。

市
及
び
区
議
会
議
員
選
挙

の
投
票
率
は
、
指
定
都
市
で

41・77
％
、一
般
市
（
指
定
都

市
以
外
の
市
）で
44・26
％
と

過
去
最
低
の
投
票
率
と
な
っ

た
。
東
京
都
特
別
区
で
は
前

回
の
統
一
地
方
選
挙
よ
り

1
・
88
㌽
上
昇
し
た
も
の
の

44・51
％
に
留
ま
り
、投
票
率

は
い
ず
れ
の
区
分
で
も
5
割

を
切
り
、
有
権
者
の
半
数
超

が
投
票
を
放
棄
し
た
状
況
と

な
っ
た
（
左
グ
ラ
フ
）。

選
挙
へ
の
立
候
補
者
数
が

定
数
以
下
と
な
り
、
投
票
を

行
わ
ず
に
当
選
者
が
決
ま
る

無
投
票
当
選
は
、
今
回
の
統

一
選
で
も
指
定
都
市
、
一
般

市
と
も
に
生
じ
、
併

せ
て
２
４
３
人
が
投

票
を
行
わ
ず
に
当
選

と
な
っ
た
。
３
月
31

日
に
告
示
さ
れ
た
17

市
の
指
定
都
市
の
市

議
選
で
は
、
２
市
２

選
挙
区
（
５
人
）
で
、

4
月
16
日
に
告
示

さ
れ
た
２
９
４
市
の

一
般
市
の
市
議
選
で

は
、
14
市
（
２
３
８

人
）
で
無
投
票
当
選

と
な
っ
た
。
区
議
選
で
は
無

投
票
当
選
は
な
か
っ
た
。

無
投
票
当
選
は
、
道
府
県

議
選
、
町
村
議
選
に
お
い
て

よ
り
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
道
府
県
議
選
で
は
、

選
挙
を
執
行
し
た
41
道
府
県

９
３
９
選
挙
区
の
う
ち
４
割

弱
の
３
４
８
選
挙
区
（
無
投

票
５
６
５
人
／
定
数
２
２
６

０
人
）
で
、
町
村
議
選
で
は
、

３
７
３
団
体
の
う
ち
３
分
の

１
に
当
た
る
１
２
３
団
体

（
無
投
票
１
２
７
２
人
／
定

数
４
１
２
６
人
）
で
無
投
票

当
選
と
な
っ
た
。

統
一
選
に
お
け
る
当
選
者

に
占
め
る
女
性
議
員
の
割
合

は
、
区
議
選
で
女
性
が
躍
進

し
、
前
回
の
統
一
選
よ
り
も

5
・
8
㌽
増
の
36
・
8
％
と

な
っ
た
。

指
定
都
市
、
一
般
市
の
市

議
選
で
も
前
回
の
統
一
選
よ

https://www.si-gichokai.jp/toppage/bn_r/gkaikaku
トップページ > 議会改革の取組 > iJAMP 市議会最前線

iJAMP 「市議会最前線」 / 岡山県総社市

り
も
増
加
し
、
指
定
都
市
が

2・8
㌽
増
の
23・６
％
、
一

般
市
が
3
・
6
㌽
増
の
22
・

0
％
と
な
り
、
一
般
市
の
市

議
選
で
は
じ
め
て
２
割
を
超

え
、過
去
最
高
と
な
っ
た（
左

上
グ
ラ
フ
）。

市議会が進める独自の取組を毎月１回紹介す
る時事通信社 iJAMP「市議会最前線」。５月は岡
山県総社市が取り組む「市民への説明責任を果
たす『議決結果説明会』」を紹介しています。

本記事は、本会ウェブサイト「議会改革の取組」
でご覧になれます。

※総務省「地方選挙結果
調」等を基に作成（令和5
年は、総務省「統一地方
選挙結果の概要（速報）」
に基づく）

※総務省「地方選挙結果調」等を基に
作成（令和5年は、総務省「統一地方
選挙結果の概要（速報）」に基づく）
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Japan Intercultual Academy of Municipalities
全国市町村国際文化研修所市町村議会議員研修 社会保障・社会福祉

日 程	 令和５年７月３日(月)～５日(水)	<３日間>
場 所	 全国市町村国際文化研修所（JIAM）

JR京都駅より湖西線約15分　唐崎駅下車徒歩約3分
対 象	 市区町村議会議員（3日間全日程をご受講いただける方）
募集人数	 60名（募集人数を大幅に超えた場合は、申込期限後に抽選
	 等をさせていただきますので、予めご了承ください。）
宿 泊	 研修所宿泊棟（宿泊型研修）　※外泊はできません。
参 加 費	 10,200円（研修、宿泊、食事（朝食2回、昼食2回、夕食2回）、
	 	 資料等にかかる費用です。）
申込期限	 令和５年５月24日(水)	まで
申込方法	 議会事務局を通じて、JIAMホームページ内「研修
	 Web申込みフォーム」からお申し込みください。

「Web申込み」が不可能な場合は、受講申込書により議会事
務局を通じてFAXでお申し込みください。

決定通知	 受講の可否については、開講日の約１か月前を目途に通
知をお送りします。経費納入方法等の手続きについては、
受講決定通知書によりお知らせします。

事前課題	 研修受講にあたって、事前課題に取り組んでいただく予定
です。詳細は受講決定通知書送付時にお知らせします。

11:00～	 入寮受付・昼食
1２:３0～	 開講式・オリエンテーション

	 13:０0～15:00	 講義	将来の社会保障の姿を考える
	 一般社団法人未来研究所臥龍代表理事
	 兵庫県立大学大学院社会科学研究科特任教授	 香取	照幸	氏
	 15:２０～１７:００	 講義	コロナ禍で顕在化した若者の孤独・孤立
	 特定非営利活動法人あなたのいばしょ理事長	 大空	幸星	氏

17:30～	 	 交流会

  9:00～10:４０ 講義	 	介護保険と地域包括ケアにおける市町村の役割
	 株式会社ニッセイ基礎研究所主任研究員	 三原	　岳	氏
	 １１:００～12:４０ 講義		子ども虐待への対応
	 山梨県立大学人間福祉学部特任教授	 西澤	　哲	氏
 13:40～15:20 講義		生活困窮者の実態と支援策
	 大阪公立大学大学院生活科学研究科
	 生活科学専攻教授	 垣田	裕介	氏
 15:40～17:20 講義		地域共生社会の実現に向けて
	 日本福祉大学大学院社会福祉学研究科
	 特任教授	 平野	隆之	氏

 9:00～10:40 演習	意見交換	 同	 	 平野	隆之	氏
 11:00～12:00 演習 発表・まとめ	 同	 平野	隆之	氏
 12:00～12:15	 閉講・事務連絡

令和５年

7 月

 3日（月）

令和５年

7 月

 4日（火）

令和５年

7 月

 ５日（水）

開催概要 研修の内容及び日程

公益財団法人	全国市町村研修財団　全国市町村国際文化研修所（JIAM）教務部
〒520-0106　滋賀県大津市唐崎二丁目13番1号TEL.077-578-5932　FAX.077-578-5906

[e-mail]	kenshu@jiam.jp　[ホームページ]	https://www.jiam.jp

お問合せ先

令和５年度

現在、「2025年問題」や「2040年問題」等、かつて経験したことのない少子超高齢・人口減少社会に対応した社会
保障・社会福祉の見直しが求められています。
本研修では、孤独・孤立、介護保険、児童福祉、生活困窮者支援、地域共生社会をテーマに取り上げて、現在の状況

や制度を理解したうえで、講義や事例などを通して、現在の地域における福祉を取り巻く諸課題について考えます。
※本研修は、全国市議会議長会及び全国町村議会議長会との共催で実施します。

現在、「2025年問題」や「2040年問題」等、かつて経験したことのない少子超高齢・人口減少社会に対応した社会
保障・社会福祉の見直しが求められています。
本研修では、孤独・孤立、介護保険、児童福祉、生活困窮者支援、地域共生社会をテーマに取り上げて、現在の状況

や制度を理解したうえで、講義や事例などを通して、現在の地域における福祉を取り巻く諸課題について考えます。
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地
方
議
会
の

役
割
及
び
議
員

の
職
務
等
の
明

確
化
等
を
内
容

と
す
る
地
方
自

治
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律

が
4
月
26
日
の

参
議
院
本
会
議
で
可
決
・
成

立
し
た
。

本
改
正
で
は
、
多
様
な
層

の
住
民
の
地
方
議
会
へ
の
参

画
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、

地
方
議
会
の
役
割
や
議
員
の

職
務
等
に
つ
い
て
法
律
で
明

確
化
さ
れ
た
ほ
か
、
地
方
議

会
に
対
す
る
住
民
か
ら
の
請

願
書
、
国
会
に
対
す
る
地
方

議
会
か
ら
の
意
見
書
の
提
出

な
ど
地
方
議
会
に
係
る
手
続

議員の職務等
地方議会の役割

改正地方自治法 成立

に
つ
い
て
一
括
し
て
オ
ン
ラ

イ
ン
化
が
可
能
と
な
っ
た
。

な
お
、
衆
参
両
院
の
総
務

委
員
会
の
審
議
過
程
で
、
▽

地
方
議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
▽

立
候
補
環
境
の
整
備
▽
議
員

報
酬
の
在
り
方
―
な
ど
各
事

項
に
つ
い
て
、
政
府
が
適
切

な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
と
の

附
帯
決
議
が
付
さ
れ
て
い
る
。

表
）。令和

４
年
12
月
末
日
の
女

性
議
員
の
割
合
は
、
市
議
会

が
17
・
4
％
、
区
議
会
が
30・

8
％
で
、
と
も
に
緩
や
か

に
増
加
し
て
い
る
（
左
グ
ラ

フ
）。

総
務
省
は
、
令
和
4
年
12

月
31
日
現
在
の
「
地
方
公
共

団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
長

の
所
属
党
派
別
人
員
調
等
」

を
ま
と
め
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、

市
区
議
会
議
員
は
1

万
８
５
０
９
人
、
立
候
補
届

出
時
の
所
属
党
派
は
無
所
属

が
１
万
９
７
9
人
と
全
体
の

約
6
割
を
占
め
て
い
る
（
左

所属党派 男 性 女 性 合 計 割 合
無所属 9,624 1,355 10,979 59.3
公明党 1,565 703 2,268 12.3

自由民主党 1,884 170 2,054 11.1
日本共産党 992 692 1,684 9.1
諸　派 618 296 914 4.9

立憲民主党 172 56 228 1.2
日本維新の会 132 30 162 0.9
社会民主党 99 26 125 0.7
国民民主党 43 6 49 0.3
ＮＨＫ党 31 4 35 0.2
参政党 8 2 10 0.1

れいわ新選組 0 1 1 0
合　計 15,168 3,341 18,509 100

■市区議会議員の所属党派別一覧（令和４年１２月３１日現在）

■市議会及び区議会における女性議員の割合の推移

※「諸派」には、旧立憲民主党及び旧国民民主党と
して届け出られた者が含まれる。

※総務省「地方公共団体の議会の議員及び長の所属
党派別人員調等」を基に作成（各年１２月末日現在）

地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員

及
び
長
の
所
属
党
派
別
人
員
調
等

明
確
化

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

無
所
属
議
員　

６
割

無
所
属
議
員　

６
割

https://www.jiam.jp
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広
い
分
野
で
活
躍
し
て
い

る
。• 

地
方
議
会
の
取
組 

• 

江
藤
　
住
民
に
開
か
れ
た

寄
り
添
う
議
会
を
作
り
、
女

性
の
政
治
進
出
を
拡
大
し
て

い
く
た
め
に
は
、
環
境
整
備

や
人
材
育
成
、
セ
ク
ハ
ラ
等

の
防
止
が
重
要
で
、
基
本
的

な
原
則
と
と
も
に
各
地
域
の

取
り
組
み
を
広
げ
て
い
く
こ

と
が
大
事
。
環
境
整
備
で
は

欠
席
事
由
へ
の
出
産
・
育

児
・
介
護
等
の
追
加
や
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
の
充
実
だ
け
で

な
く
、
例
え
ば
ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
や
介
護
支
援
な
ど
の
制

度
を
設
け
て
も
い
い
の
で
は

な
い
か
。

人
材
育
成
で
は
模
擬
議
会

や
議
会
モ
ニ
タ
ー
、
政
策
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
な
ど
が
主
権

者
教
育
に
繋
が
る
取
組
だ
と

感
じ
る
。
ま
た
、
多
く
の
議

会
で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す

る
懲
罰
の
ル
ー
ル
が
未
整
備

と
い
う
現
状
で
は
、
女
性
が

萎
縮
し
て
立
候
補
し
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。

政
治
分
野
に
お
け
る
男
女

多
様
性
は
大
切

だ
が
、
現
状
の
議
会

に
は
女
性
が
あ
ま

り
に
も
少
な
い
。
女

性
の
み
な
ら
ず
障

害
者
や
若
者
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
な
ど
が

参
画
す
る
多
様
性

の
あ
る
議
会
に
つ

い
て
考
え
る
必
要

が
あ
る
。

川
﨑
　
国
際
Ｎ

Ｐ
Ｏ
「
Ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ　

G
ｕ
ａ
ｒ
ｄ
ｉ
ａ

ｎ
ｓ
」
で
は
、
令
和
2
年
頃

か
ら
若
者
の
地
域
リ
ー
ダ
ー

育
成
の
た
め
、
若
者
と
政
治

を
つ
な
げ
る
「
政
治
家
と
話

し
て
み
よ
う
の
会
」
と
の
企

画
を
通
じ
て
政
治
家
と
中
高

生
が
対
談
、
世
代
間
の
交
流

が
で
き
る
試
み
を
行
っ
て
い

る
。村

上
　
日
本
に
住
む
人
々

の
価
値
観
や
生
き
方
が
多
様

化
す
る
一
方
、
政
治
は
そ
れ

に
対
応
し
き
れ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。
村
上
財
団
で

は
、
政
治
の
多
様
化
を
目
指

し
、
政
治
家
を
志
す
10
～
30

代
の
女
性
を
支
援
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
始
め
た
。
経
済
的

コーディネーター
大山	 礼子	氏		駒澤大学法学部教授
パ ネリスト
江藤	 俊昭	氏		大正大学社会共生学部教授
川﨑	 レナ	氏		Earth	Guardians	Japan 代表
杉田	 弘也	氏		神奈川大学経営学部教授
寺島	 渉	氏		地域政策塾 21 代表、元長野県飯綱町議会議長
三浦	 まり	氏	 上智大学法学部教授
村上　	 玲	氏		一般財団法人村上財団代表理事
脇田喜見枝	氏		徳島県未来創生文化部次長（こども・青少年担当）

（本文中は敬称略）

「政治分野への女性の参画拡大を
どのように進めるか」江

藤	

私
の
基
本
的
な
視

点
は
「
議
会
が
変
わ
れ
ば
地

域
が
変
わ
る
」。
議
会
に
は

条
例
の
制
定
や
予
算
の
決
定
、

決
算
の
認
定
な
ど
重
要
な
権

限
が
あ
る
が
、
な
ぜ
こ
れ
ら

の
権
限
が
議
会
に
あ
る
の
か

は
、
多
様
な
人
々
が
討
議
し
、

論
点
を
明
確
に
し
て
首
長
と

政
策
競
争
し
、
最
終
的
に
は

議
会
が
決
定
す
る
と
い
う
大

事
な
プ
ロ
セ
ス
が
あ
る
か
ら

だ
と
考
え
る
。

支
援
や
現
職
議
員
か
ら
の
講

演
等
に
よ
り
、選
挙
制
度
、ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
な
ど
に
つ

い
て
実
践
的
に
学
べ
る
政
治

塾
を
運
営
し
て
い
る
。

寺
島
　
私
は
平
成
21
年
か

ら
８
年
間
、
長
野
県
飯
綱
町

議
会
議
長
と
し
て
、
住
民
参

加
型
の
新
し
い
地
方
議
会
を

作
る
た
め
に
努
力
し
て
き
た
。

地
方
議
員
の
な
り
手
不
足

が
起
こ
る
背
景
・
要
因
と
し

て
、
▽
議
会
が
首
長
の
追
認

機
関
と
な
り
、
存
在
意
義
を

認
識
で
き
な
い
▽
地
域
の
自

治
力
低
下
、
選
挙
へ
の
住
民

意
識
の
変
化
▽
報
酬
な
ど
議

員
活
動
の
環
境
が
不
十
分
―

の
３
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
へ
の
打
開

策
は
、
▽
裾
野
を
広
げ
、
住

民
自
治
を
充
実
発
展
さ
せ
る

方
向
で
努
力
▽
議
会
と
住
民

が
議
論
し
打
開
策
を
実
践
▽

住
民
参
加
型
の
議
会
を
目
指

す
▽
議
員
の
な
り
手
養
成
―

の
４
つ
。
中
で
も
住
民
参
加

型
の
議
会
、
議
員
の
な
り
手

養
成
に
つ
い
て
取
り
組
ん
た
。

議
員
の
な
り
手
不
足
を
解

決
す
る
た
め
に
は
議
会
改
革

が
不
可
欠
と
考
え
、
議
会
で

は
、
三
本
の
柱
（
左
掲
）
を

立
て
、
約
10
年
間
に
わ
た
り

議
会
改
革
を
進
め
て
き
た
。

特
に
②
政
策
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度
の
創
設
で
は
、
議
会

活
動
へ
の
住
民
参
加
を
広

げ
、
政
策
づ
く
り
を
議
会
と

住
民
が
共
同
で
進
め
る
た
め

の
制
度
を
創
設
し
、
様
々
な

政
策
提
言
を
行
っ
た
。
そ
の

提
言
が
町
長
に
も
受
け
止
め

ら
れ
、
町
の
政
策
と
し
て
実

行
さ
れ
た
例
も
あ
る
。
ま
た
、

③
議
会
活
動
の
見
え
る
化
で

は
、「『
議
会
だ
よ
り
』
モ
ニ

タ
ー
制
度
」
を
新
設
し
、
町

内
の
全
集
落
か
ら
モ
ニ
タ
ー

を
選
出
し
て
意
見
を
募
っ
た
。

こ
れ
ら
の
取
組
か
ら
、
住

民
は
場
と
機
会
さ
え
提
供
さ

れ
れ
ば
、
積
極
的
に
議
会
・

行
政
に
参
加
し
、
様
々
な
視

点
か
ら
意
見
を
述
べ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
現
在
、
町
議

員
の
定
数
15
名
の
う
ち
、
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
や
モ
ニ
タ
ー

制
度
を
経
験
し
た
５
名
の
議

員
が
活
躍
し
て
い
る
。

脇
田
　
徳
島
県
で
は
、
女

性
や
若
者
の
政
策
方
針
決
定

過
程
へ
の
参
画
を
促
進
す
る

た
め
、
地
方
議
員
や
地
域
リ

ー
ダ
ー
な
ど
で
活
躍
す
る
人

材
を
発
掘
・
育
成
す
る
た
め

の
学
び
の
場
「
と
く
し
ま
フ

ュ
ー
チ
ャ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
」を

開
講
し
て
い
る
。
ア
カ
デ
ミ

ー
で
は
、
人
材
発
掘
と
と
も

に
実
践
的
な
知
識
と
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
る
人
材
育
成
を

目
的
と
し
、
行
政
だ
け
で
な

く
民
間
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

多
様
な
主
体
が
連
携
し
て
運

営
を
行
い
、
修
了
者
が
そ
れ

ぞ
れ
希
望
す
る
分
野
で
活
躍

す
る
機
会
を
提
供
。
修
了
生

は
県
・
市
町
村
の
審
議
会
委

員
、
県
が
開
催
す
る
講
座
の

講
師
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
代
表
な
ど
幅

江藤大正大教授

寺島地域政策塾21代表

①追認機関からの脱却

②政策サポーター制度

③議会活動の見える化

地
方
議
会
自
身
に

地
方
議
会
自
身
に

何
が
で
き
る
か

何
が
で
き
る
か
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共
同
参
画
推
進
法
が
改
正
さ

れ
た
中
、
政
治
分
野
に
女
性

が
進
出
し
や
す
い
制
度
設

計
を
議
会
と
と
も
に
行
政
・

市
民
が
考
え
る
べ
き
で
、
今
、

大
事
な
時
期
を
迎
え
て
い
る
。

川
﨑　
中
高
生
と
地
方
議

員
が
直
接
対
話
す
る
イ
ベ
ン

ト
「
政
治
家
と
話
し
て
み
よ

う
の
会
」
で
は
、
直
接
対
話

す
る
こ
と
で
お
互
い
の
先
入

観
を
な
く
す
効
果
が
あ
る
。

イ
ベ
ン
ト
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、「
若
者
が
政
治
問
題

に
つ
い
て
考
え
て
い
る
の
を

知
ら
な
か
っ
た
」
と
の
議
員

の
声
や
「
議
員
は
怖
い
人
で

は
な
く
、
自
分
た
ち
の
代
弁

を
し
て
く
れ
る
人
た
ち
だ
と

わ
か
っ
た
」
と
の
中
高
生
の

声
も
あ
り
、
お
互
い
を
知
る

良
い
機
会
に
な
っ
た
。

対
話
な
ど
を
通
じ
て
身
近

に
い
る
女
性
議
員
を
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
と
し
て
、
若
者
が
政

治
に
興
味
を
持
て
る
よ
う
な

仕
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

三
浦　
議
会
の
役
割
、
議

員
の
仕
事
が
わ
か
ら
ず
に
議

員
の
な
り
手
が
増
え
る
わ
け

が
な
く
、
対
話
の
機
会
を

増
や
す
こ
と
は
効
果
が
あ
る
。

飯
綱
町
の
政
策
サ
ポ
ー
タ
ー

の
よ
う
に
政
策
を
イ
ン
プ
ッ

ト
す
る
回
路
を
議
会
・
行
政
・

市
民
団
体
と
様
々
な
形
で

作
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

例
え
ば
豊
島
区
で
は
、
若

い
女
性
の
人
口
流
出
で
「
消

滅
可
能
性
都
市
」
と
呼
ば

れ
た
危
機
感
が
き
っ
か
け
で

「
と
し
ま
１
０
０
人
女
子

会
」
や
「
と
し
ま
F
１
会

議
」
な
ど
女
性
が
政
策
提

言
す
る
機
会
を
設
け
た
。
そ

の
後
、
豊
島
区
議
会
で
は
女

性
議
員
が
増
え
て
４
割
を
超

え
た
。
そ
の
地
域
の
事
情
に

応
じ
た
や
り
方
で
、
政
策
に

関
す
る
市
民
と
議
会
と
の
交

流
の
取
組
が
必
要
で
あ
る
。

女
性
議
会
、
若
者
議
会
な

ど
様
々
な
形
で
参
加
型
行
政

に
取
り
組
む
こ
と
が
間
口
を

広
く
し
、
な
り
手
不
足
解
消

に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
。

• 

行
政
の
取
組 

• 

寺
島　
女
性
が
地
域
で
生

活
す
る
中
で
行
政
や
議
会
に

関
心
を
持
つ
と
、
自
分
た
ち

の
要
求
を
反
映
さ
せ
た
い
と

思
う
は
ず
。
そ
の
際
、
女
性

が
政
治
経
験
を
す
る
場
を
十

分
に
提
供
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
で
あ
る
。

飯
綱
町
で
は
、
審
議
会
構

成
員
の
女
性
割
合
が
20
％
程

度
の
低
水
準
で
改
善
す
る
必

要
が
あ
る
。
総
合
計
画
審
議

会
の
構
成
員
の
女
性
割
合
が

５
割
を
超
え
る
な
ど
近
年
は

良
い
変
化
も
あ
る
も
の
の
、

女
性
が
政
治
経
験
を
積
む
場

を
増
や
す
と
い
う
点
で
は
、

行
政
も
議
会
と
協
力
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

杉
田　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

（
以
下
、
豪
州
）
で
は
、
市
民

団
体
か
ら
行
政
へ
の
働
き
か

け
で
女
性
の
政
治
参
画
が
進

ん
だ
事
例
が
あ
る
。

女
性
議
員
を
増
や
す
こ
と

に
取
り
組
む
市
民
団
体
が
各

州
の
女
性
地
方
議
員
の
割
合

三浦上智大教授

を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
ニ
ュ
ー

サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
が
最

低
だ
っ
た
。
そ
こ
で
同
団
体

が
州
の
女
性
担
当
大
臣
に
ア

プ
ロ
ー
チ
し
、
州
と
し
て
地

方
議
員
の
女
性
候
補
者
を
増

や
す
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
女

性
議
員
の
割
合
が
豪
州
で
３

位
に
な
っ
た
。

大
山　
日
本
で
女
性
議
員

が
急
増
し
た
自
治
体
を
み
る

と
、
知
事
や
市
長
な
ど
が
熱

心
に
取
り
組
み
、
効
果
を
発

揮
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

三
浦
　
「
と
く
し
ま
フ
ュ

ー
チ
ャ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の

よ
う
に
行
政
が
人
材
育
成
の

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
こ
と

は
効
果
的
と
感
じ
る
が
、
一

方
で
行
政
が
政
治
リ
ー
ダ
ー

を
養
成
す
る
と
な
る
と
、
政

治
的
中
立
性
を
ど
の
よ
う
に

確
保
す
る
か
が
障
壁
と
な
る
。

こ
の
た
め
政
治
と
い
う
言
葉

を
使
わ
ず
「
地
域
リ
ー
ダ
ー

養
成
」
と
の
形
で
行
う
こ
と

が
多
い
の
で
は
。
と
く
し
ま

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー

や
私
の
運
営
す
る
パ
リ
テ
・

ア
カ
デ
ミ
ー
、
他
に
も
豊
岡

市
や
私
の
団
体
が
業
務
委
託

で
運
営
し
た
明
石
市
な
ど
も

そ
の
試
み
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
世
の
中
の
政
治
離

れ
を
解
消
し
、「
民
主
主
義・

住
民
自
治
の
観
点
か
ら
色
々

な
人
が
議
会
に
関
わ
る
べ

き
」
と
の
機
運
を
醸
成
し
、

色
々
な
人
が
政
治
に
関
わ
っ

て
い
け
る
よ
う
な
試
み
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

脇
田
　
徳
島
県
で
は
、
審

議
会
に
お
け
る
女
性
の
積
極

的
登
用
促
進
の
た
め
に
「
審

議
会
等
へ
の
女
性
委
員
の
選

任
促
進
要
綱
」
を
制
定
し
て

い
る
。
女
性
の
学
識
経
験
者

や
団
体
推
薦
委
員
の
役
職
に

と
ら
わ
れ
な
い
選
任
を
進
め
、

委
員
の
公
募
制
も
導
入
し
た
。

そ
の
結
果
、
県
の
審
議
会
委

員
の
女
性
率
は
56
・
８
％
と

全
国
１
位
に
な
っ
た
。

• 

市
民
か
ら
の
取
組 

• 

村
上　
政
治
塾
を
運
営
す

る
中
で
最
も
効
果
的
と
感
じ

る
の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

し
て
の
価
値
。
選
挙
で
落
選

し
た
方
が
周
り
の
塾
生
に
励

ま
さ
れ
て
再
度
立
候
補
し
た

こ
と
も
あ
る
。
女
性
は
地
方

議
会
で
男
性
に
囲
ま
れ
て
孤

独
感
を
感
じ
る
こ
と
が
多

く
、
政
治
塾
は
女
性
た
ち
が

集
ま
っ
て
励
ま
し
合
え
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
機
能
し

て
い
る
。

政
治
塾
で
は
政
治
家
を
志

代　表 形態 取組名
地域政策塾 21
（代表：寺島渉氏）

公民
連携 地域政策塾 21

Earth
Guardians		
Japan

NPO「政治家と話してみようの会」

村上財団
（代表：村上玲氏） 民間 パブリックリーダー塾

パリテ・アカデ
ミー（共同代表：三
浦まり上智大教授）

民間 パリテ・アカデミー

徳島県 自治体 とくしまフューチャーアカデミー

豊岡市 自治体 豊岡みらいチャレンジ塾

明石市 自治体 ウィメンズ・アカデミー（パリテ・アカデミーと連携）

※網掛けは主に女性を対象

紹介された国内の議会参画・
地域リーダー養成促進の取組

大山駒澤大教授

川﨑Earth Guardians 
Japan代表

ⓒKidsRights2022
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大
山　
や
は
り
横
の
繋
が

り
は
大
事
。
男
性
社
会
に

入
っ
て
い
け
る
例
外
的
な
強

い
女
性
だ
け
で
な
く
、
普
通

の
女
性
が
ど
ん
ど
ん
政
治
進

出
で
き
る
環
境
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
私
も
思
う
。

• 

• 

キ
ー
ワ
ー
ド 

• 

•

大
山
　「
日
本
に
お
け
る

政
治
分
野
へ
の
女
性
の
参
画

拡
大
に
向
け
て
何
が
必
要

か
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
関
し

て
、
各
パ
ネ
リ
ス
ト
が
考
え

る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
何
か
。

脇
田　
「
人
づ
く
り
」

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
を

解
消
す
る
た
め
の
意
識
改
革

も
、
自
ら
発
言
し
て
行
動
す

る
人
材
の
育
成
も
大
事
。
向

上
心
の
あ
る
人
同
士
を
繋
ぐ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
も
必

要
な
の
で
は
な
い
か
。
こ
の

よ
う
な
機
会
を
作
り
出
し
て

支
援
し
て
い
く
こ
と
が
行
政

と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
は
な
い
か
。

寺
島　
「（
女
性
議
員
の
）

予
備
軍
を
増
や
す
」

行
政
の
審
議
会
へ
の
女
性

い
け
ば
良
い
と
思
う
。

村
上
　
女
性
同
士
で
集
ま

っ
て
女
性
な
ら
で
は
の
困
難

さ
を
共
有
す
る
と
「
自
分
だ

け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
」
と
孤
独

が
払
拭
さ
れ
、
そ
れ
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
得
る
方
が
多
い
。

政
治
塾
に
は
全
員
が
政
党

に
属
し
て
い
な
い
フ
ラ
ッ
ト

な
状
態
で
入
塾
し
、
色
々
相

談
し
合
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
立
候
補
す
る
際
に

政
党
の
公
認
を
得
る
た
め
に

党
と
相
談
す
る
と
、
な
か
な

か
本
音
を
聞
く
こ
と
が
難
し

く
な
る
。
選
挙
に
出
る
直
前

に
な
る
と
、
関
わ
る
方
々
に

そ
れ
ぞ
れ
思
惑
や
利
害
関
係

が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
、
フ

ラ
ッ
ト
に
相
談
で
き
る
場
は

政
治
の
世
界
に
入
る
と
少
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
の
前
の
段
階
で
相
談
で

き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
る

こ
と
は
政
治
活
動
の
後
押
し

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

す
沢
山
の
女
性
か
ら
の
応
募

を
受
け
て
い
る
。
特
に
首
都

圏
で
は
政
治
家
を
目
指
し
た

い
女
性
が
多
い
が
、
政
党
が

女
性
登
用
に
積
極
的
で
は
な

い
と
感
じ
て
い
る
。
そ
の
問

題
意
識
を
私
と
政
治
塾
の
生

徒
た
ち
で
共
有
し
て
い
る
。

ま
た
、
政
治
塾
で
は
被
選

挙
権
の
な
い
年
齢
の
若
者
も

受
け
入
れ
て
お
り
、
社
会
課

題
に
問
題
意
識
を
持
ち
、
25

歳
未
満
の
方
々
で
も
優
秀
な

人
材
は
多
い
。
被
選
挙
権
の

引
き
下
げ
も
議
会
の
多
様
化

の
一
つ
の
方
法
で
は
な
い
か
。

川
﨑　
「
政
治
家
と
話
し

て
み
よ
う
の
会
」
に
参
加
し

た
女
子
高
生
に
政
治
家
に
な

る
前
の
障
壁
に
つ
い
て
聞
い

た
と
こ
ろ
、「『
女
性
だ
か
ら

こ
う
あ
る
べ
き
』
の
よ
う
な

先
入
観
に
応
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
感
じ
て
怖
い
」
と

言
わ
れ
、
確
か
に
そ
う
だ
と

感
じ
た
。
我
々
は
こ
の
よ
う

な
先
入
観
を
払
拭
す
る
た
め

に
、
積
極
的
に
世
代
間
交
流

の
試
み
を
行
っ
て
い
る
。
先

入
観
が
固
定
化
す
る
前
に
政

治
家
と
対
話
、
議
論
し
、
若

者
の
意
見
を
行
政
・
議
会
に

伝
え
る
場
が
増
え
て
欲
し
い
。

ま
た
、
中
高
生
が
議
会
を

傍
聴
し
て
議
員
に
質
問
で
き

る
催
し
や
中
高
生
議
会
な
ど

は
彼
ら
の
自
信
に
繋
が
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
機
会
か

ら
若
者
の
政
治
参
画
が
広

が
っ
て
い
く
た
め
、
行
政
や

議
会
の
方
は
、
中
高
生
で
も

参
加
で
き
る
企
画
を
も
っ
と

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

三
浦　
村
上
氏
は
「
首
都

圏
で
は
政
治
家
を
目
指
し
た

い
女
性
が
多
い
」
と
述
べ
た

が
、
都
市
と
地
方
で
は
女
性

の
政
治
参
画
の
状
況
は
異
な

る
。
地
方
で
は
女
性
が
政
治

や
地
域
に
つ
い
て
発
言
す
る

の
も
憚
ら
れ
る
空
気
が
あ
る

と
も
聞
き
、実
際
に
行
政・政

治
に
不
満
が
あ
っ
て
も
な
か

な
か
言
い
出
せ
な
い
。

政
治
を
話
題
に
す
る
こ
と

に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て

い
る
女
性
た
ち
の
た
め
に

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
交
え

な
が
ら
、
政
治
の
話
が
気
軽

に
で
き
る
場
を
作
っ
て
い
く

取
組
は
ど
の
よ
う
な
地
域
で

も
で
き
る
の
で
、
セ
ミ
ナ
ー

と
し
て
体
系
化
し
た
取
組
を

村
上
氏
や
私
も
行
っ
て
い
る
。

杉
田　
豪
州
で
は
、
政
治

家
を
志
す
女
性
が
所
属
政
党
、

出
馬
す
る
選
挙
を
決
め
る
た

め
に
「
Ｐａ
ｔ
ｈｗａｙ 

ｔｏ 

Ｐ

ｏ
ｌ
ｉ
ｔ
ｉｃｓ 

ｆｏｒ 

Ｗｏｍｅ

ｎ
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

サ
ポ
ー
ト
活
動
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
社
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
は
ほ
と
ん
ど
女
性
が
動

か
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

既
に
政
治
的
な
こ
と
を
や
っ

て
い
る
女
性
が
本
格
的
に
政

治
参
画
す
る
た
め
の
後
押
し

を
す
る
「
Ｗｏｍｅｎ　
Ｆｏｒ　

Ｅ
ｌｅｃ
ｔ
ｉｏｎ
」
と
い
う
団

体
も
あ
る
。

脇
田　
女
性
自
身
が
リ
ー

ダ
ー
的
な
立
場
に
立
つ
こ
と

に
不
安
を
抱
き
、
孤
独
感
、

孤
立
感
を
感
じ
て
い
る
と
い

う
話
が
あ
っ
た
。
と
く
し
ま

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー

で
は
、
女
性
が
様
々
な
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
、
自
分
の
意

見
を
人
前
で
発
表
す
る
機
会

を
設
け
て
お
り
、
そ
の
機
会

が
成
功
体
験
に
な
り
、
女
性

の
不
安
を
払
拭
し
て
自
信
に

繋
が
る
。

ま
た
、
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は

同
じ
思
い
を
持
っ
た
同
期
生

同
士
が
繋
が
り
、
仲
間
を
作

る
こ
と
も
目
標
に
な
っ
て
い

る
。ア

カ
デ
ミ
ー
の
卒
業
生
が

各
分
野
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
躍
し
、
将
来
的
に
政
治
の

道
を
志
す
こ
と
に
繋
が
っ
て

村上（一財）村上財団
代表理事

日
本
に
お
け
る
政
治
分
野

日
本
に
お
け
る
政
治
分
野

へ
の
女
性
の
参
画
拡
大
に

へ
の
女
性
の
参
画
拡
大
に

向
け
て
何
が
必
要

向
け
て
何
が
必
要
かか

※市区は本会「市議会議員の属性に関する調」（令和4年 7月集計）、町村は全国町村
議会議長会「町村議会実態調査」（同月集計）のデータをもとに本会作成

町村
女性議員
11.96%

政令市
特別区
女性議員
24.95%

中核市
一般市
女性議員
16.90%

地方では都市部より女性議員が少ない傾向

脇田徳島県未来創生
文化部次長

杉田神奈川大学教授
ⓒシロタコウジ
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登
用
や
住
民
参
加
型
の
議
会

も
、
女
性
議
員
の
予
備
軍
増

に
繋
が
っ
て
い
く
。

我
々
も
村
上
氏
の
よ
う
に

政
治
塾
を
行
っ
て
い
る
が
、

そ
の
よ
う
な
団
体
が
も
っ
と

増
え
て
、
議
員
を
養
成
す
る

取
組
が
必
要
。
各
県
の
町
村

議
長
会
が
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
に
も
期
待
し

た
い
。
ま
た
、
依
然
男
性
中

心
の
地
域
社
会
に
女
性
が
積

極
的
に
参
加
し
、
活
躍
で
き

る
場
に
変
え
る
こ
と
も
必
要
。

地
域
社
会
に
女
性
が
活
躍

で
き
る
基
盤
を
作
り
、
地

域
民
主
主
義
を
充
実
さ
せ

る
。同
時
に
女
性
団
体・組
織

も
支
援
し
、
女
性
た
ち
が
活

発
に
多
様
な
活
動
を
展
開
で

き
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
き
、

様
々
な
方
法
で
女
性
議
員
の

予
備
軍
を
増
や
す
こ
と
が
必

要
だ
と
思
う
。

村
上　
「
選
挙
制
度
改
革
」

抜
本
的
に
女
性
の
政
治
参

画
が
進
む
た
め
に
は
、
選
挙

制
度
改
革
も
必
要
で
は
。

先
程
、大
山
教
授
か
ら「
一

人
区
で
は
な
か
な
か
女
性
は

候
補
者
に
な
れ
ず
、
な
っ
て

も
選
挙
に
勝
つ
の
は
難
し

い
」と
い
う
話
が
あ
っ
た
。こ

れ
は
女
性
だ
け
で
な
く
若
者

や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
も
一
人
区

に
入
り
づ
ら
い
選
挙
制
度
に

な
っ
て
い
る
と
思
う
。

ま
た
、
一
人
区
は
人
材
が

入
れ
替
わ
ら
ず
、
新
陳
代
謝

が
低
い
こ
と
も
日
本
で
女
性

の
政
治
参
画
が
遅
れ
て
い
る

一
因
だ
と
思
う
。
被
選
挙
権

引
き
下
げ
も
含
め
た
選
挙
制

度
を
抜
本
的
に
改
革
す
る
こ

と
で
、
女
性
や
若
者
、
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
が
立
候
補
し
や
す

い
環
境
に
な
る
と
思
う
。

三
浦　
「
女
性
を
増
や
す

こ
と
を
目
的
に
し
な
い
民
主

主
義
の
刷
新
」

女
性
議
員
を
増
や
す
こ
と

だ
け
に
特
化
す
る
の
で
は
な

く
、
女
性
議
員
を
増
や
し
た

先
に
ど
う
い
う
民
主
主
義
を

目
指
す
の
か
と
い
う
議
論
が

不
可
欠
。

今
日
紹
介
さ
れ
た
様
々
な

取
り
組
み
は
民
主
主
義
の
刷

新
に
役
立
つ
と
期
待
し
て
い

る
が
、
地
方
自
治
や
選
挙
の

制
度
は
国
会
で
し
か
変
え
ら

れ
な
い
と
い
う
壁
が
あ
る
。

国
会
改
革
や
選
挙
制
度
改
革
、

政
党
交
付
金
な
ど
も
含
め
、

多
様
性
を
確
保
す
る
方
向
へ

議
論
を
促
進
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
と
思
う
。

杉
田　
「
女
性
問
題
で
は

な
い
、
こ
れ
は
男
性
問
題
で

あ
る
」

豪
州
で
は
今
、
地
方
で
政

治
の
議
論
を
リ
ー
ド
し
て
い

る
の
は
女
性
だ
と
い
う
話
を

聞
い
て
お
り
、
男
性
と
女
性

の
投
票
行
動
に
非
常
に
大
き

な
違
い
が
出
て
い
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
と
い
う
。
国
会
で
も

地
方
議
会
で
も
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
問
題
な
ど
女
性
が
立
候

補
し
づ
ら
い
風
潮
を
生
ん
で

い
る
の
は
、
男
性
に
大
き
な

責
任
が
あ
り
、
意
識
を
変
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

川
﨑　
「
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

と
の
交
流
と
対
話
が
で
き
る

心
理
的
安
全
性
の
確
保
」

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
な
り
う

る
政
治
家
、
特
に
女
性
政
治

家
と
学
生
の
交
流
が
必
要
な

の
で
は
な
い
か
。

女
性
政
治
家
が
成
功
体
験

の
み
な
ら
ず
課
題
や
困
難
さ

も
伝
え
る
こ
と
で
、
理
想
化

さ
れ
た
像
だ
け
で
は
な
く
現

実
味・人
間
性
が
出
て
、そ
れ

が
そ
れ
ぞ
れ
学
校・地
域・議

会
の
中
で
の
心
理
的
安
全
性

に
繋
が
り
、「
自
分
も
政
治
家

に
な
り
た
い
」
と
い
う
女
性

や
若
者
が
増
え
る
の
で
は
。

江
藤　
「
意
識
改
革　

制

度
改
革
」

意
識
改
革
も
重
要
だ
が
、

法
律
の
制
定
、
改
正
と
い
っ

た
制
度
改
革
が
よ
り
重
要
な

の
で
、
具
体
的
に
議
会
と
し

て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

た
だ
し
、
議
会
だ
け
で
な
く

行
政
や
市
民
も
積
極
的
に
課

題
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
事
。

川
﨑
氏
や
村
上
氏
が
取
り

組
ん
で
い
る
対
話
や
政
治
塾

な
ど
の
取
り
組
み
は
制
度
改

革
、
意
識
改
革
を
繋
ぐ
大
事

な
こ
と
だ
と
思
う
。一
方
、選

挙
の
シ
ス
テ
ム
や
地
域
の
総

合
計
画
、
地
方
財
政
を
知
ら

な
け
れ
ば
立
候
補
は
難
し
い
。

そ
の
よ
う
な
知
識
を
学
ぶ
機

会
を
選
挙
管
理
委
員
会
の
主

権
者
教
育
の
中
に
位
置
づ
け

れ
ば
い
い
の
で
は
。

「
議
会
は
多
様
性
が
あ
る

か
ら
大
事
」
と
い
う
こ
と
を

改
革
の
視
点
と
し
な
が
ら
、

地
域
の
発
展
の
方
向
を
考
え

て
い
き
た
い
。

大
山　
「
行
動
」

女
性
の
政
治
参
画
拡
大
を

目
指
す
た
め
に
は
、
行
動
あ

る
の
み
。

で
は
ど
う
行
動
し
た
ら
よ

い
か
、
と
い
う
の
は
今
回
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
沢
山
ヒ
ン

ト
が
出
て
お
り
、
導
入
し
た

い
事
例
も
あ
っ
た
と
思
う
。

老
若
男
女
が
そ
れ
ぞ
れ
の

想
い
で
行
動
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
日
本
の
政
治
が
地
方

か
ら
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

「日本における政治分野への女性の
参画拡大に向けて何が必要か」（概要まとめ）

脇田徳島県未来創生文化部次長
「人づくり」
意識改革と人材育成、ネットワークの形成。それらを行政が支
援することが求められている
寺島地域政策塾21代表

「（女性議員の）予備軍を増やす」
行政・議会の取組や団体への支援などで女性が活動できる仕組み
を整え、女性議員の予備軍を増やすことが必要
村上（一財）村上財団代表

「選挙制度改革」
被選挙権引き下げも含めた選挙制度改革で、女性や若者、マイノ
リティが立候補しやすい環境になると考える
三浦上智大教授

「女性を増やすことを目的にしない 民主主義の刷新」
女性議員を増やした先にどういう民主主義を目指すのか。国会
も含めた多様性確保のための議論が不可欠
杉田神奈川大学教授

「女性問題ではない、これは男性問題である」
ハラスメントなど女性の政治進出の障壁になっているのは男性
の意識で、そこを変えなければならない
川﨑Earth	Guardians	Japan 代表

「ロールモデルとの交流と対話ができる心理的安全性の確保」
政治家と学生が交流を通じて成功例や課題・困難さを共有する
ことが、女性や若者の政治参画を促すのでは
江藤大正大教授

「意識改革≦制度改革」
制度改革について議会として取り組んでもらいたい
政治に必要な知識を学ぶ機会が必要
大山駒澤大教授

「行動」
行動あるのみ。今回のシンポで紹介の実例もヒントにしながら
行動していただきたい

≦


